




Can Executive Function Control Anger? 
 


























トのためのアンガーマネジメント (小林 , 2014)や子ども向けのアンガーマネジ

















認知機能である  (Miyake, Friedman, Emerson, Witzki, Howerte & Wager, 
2000)。実行機能は、大脳皮質の前頭前野とも関連し、年齢とともに発達する




が示唆されている  (小川・子安 , 2008; 島・桑原・東郷・森 , 2016) 。実行機能
は、学校での満足度や授業理解にも影響することが示唆され、学校生活でも重
要な機能である  (菊野 , 2019a, 2019b) 。さらに、他者とのより良い関係を築
き、重要な社会的スキルを獲得する上において、実行機能が有効な要因である







Kerr, Lopez & Wellman (2005) は、3 歳児を対象とした研究では、怒り気質
と EC との間に負の相関を報告している。これらの結果は、実行機能が怒りの
コントロールできることを示唆している。しかし、実行機能と怒りの関連性に










とストレスコーピングの役割を検討した。実行機能については、Miyake et al. 






調査協力者は大学生 72 名であった。内訳は、男子学生 44 名、女子学生 27
名、性別無記載 1 名であった。平均年齢は、20.16 歳で、年齢範囲は 19 歳～













































































行機能群、高コーピング・高実行機能群 4 群を設けた。各群の人数は、13 名、
16 名、15 名、12 名であった。  










ーピング (F＜1.00)、実行機能×コーピング×怒りの感覚・表現 (F < 1.50)の交互
作用は有意でなかった。  
	
表 1 実行機能とストレスコーピングに基づく怒りの強さの平均と標準偏差 
  低コーピング  高コーピング 
  低実行機能 高実行機能  低実行機能 高実行機能 
怒りの感覚 
9.31 9.63  9.47 8.92 
1.38 1.65  1.26 2.72 
怒りの表現 
7.15 6.63  8.20 7.92 


















表 2 実行機能とストレスコーピングに基づく怒りの抑制の平均と標準偏差 
  低コーピング 高コーピング 
低実行機能 2.15 1.27 
  1.70 1.44 
高実行機能 3.00 1.00 








グ得点 (p<.01)との相関係数が有意であった。  
 
表３ 怒りとストレスコーピングとの相関係数 








怒りの感覚 0.055 -0.108 -0.331* -0.269* -0.253 
怒りの表現 0.439** 0.065 -0.234 -0.042 0.135 
怒り抑制 -0.451** -0.169 -0.025 -0.189 -0.376** 










表 4 怒りと実行機能との相関係数 
  Shifting Updating Inhibition 総実行機能得点 
怒りの感覚 -0.106 0.057 0.349* 0.142 
怒りの表現 0.078 -0.120 0.165 0.085 
怒り抑制 -0.182 0.187 0.120 0.029 




その結果、Shifting 機能と情緒的サポート希求 (p<.05)、認知的再解釈 (p<.05)、
問題解決 (p<.05)、総コーピング得点 (p<.05)との間の相関係数が有意であった。
また、Updating 機能と感情表出との相関係数が有意であった (p<.05)。
Inhibition 機能では、情緒的サポート希求 (p<.05)および認知的再解釈 (p<.05)
との間の相関係数が有意であった。総実行機能得点については、問題解決との
間の相関係数が有意であった (p<.05)。  
 
表 5 実行機能とストレスコーピングとの相関係数 








Shifting -0.044 0.275* 0.335* 0.330* 0.349* 
Updating -0.265* -0.028 0.097 0.224 -0.027 
Inhibition -0.030 -0.272* -0.293* 0.050 -0.236 
総実行機能得点 -0.139 0.004 0.073 0.295* 0.064 




























とを示唆している。これは、これまでの研究と異なる結果である (関口・丹野 , 




についての質問紙であり、関口・丹野 (2006)と Olson et al. (2005)で用いたの
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